
器楽と声楽双方に通じたピノックならではの

メンデルスゾーン特別プログラム。

輝かしい大作カンタータ《讃歌》と、

シューマンも絶賛した浄化されるような

美しさに溢れた《詩篇第42番》など

ピノック芸術の真髄を存分に。
第 回136 定期演奏会

合唱  Chorus

新国立劇場合唱団
New National �eatre Chorus

Chorus Master   Kyohei Tomihira

Trevor Pinnock

指揮  Conductor 

トレヴァー・ピノック

Lauryna Bendžiūnaitė © R. T. Dunphy

ソプラノⅠ独唱  SopranoI

ラゥリーナ・ベンジューナイテ

Ayako Yukawa

ソプラノ II 独唱  SopranoII

湯川亜也子

Mauro Peter

テノール独唱  Tenor

マウロ・ペーター

Kioi Hall

無料ご招待席  「紀尾井みらいシート」
新型コロナウイルス感染拡大防止のためのお願い

S席 11,000円
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KCOKioi Hall
Chamber
Orchestra
Tokyo

日時・会場 2023年 23日
14:00 on Saturday, September 23rd

開演14時 土・祝9月22日
19:00 on Friday, September 22nd

開演19時 金

紀尾井ホールウェブチケット 
https://kioihall.jp/tickets
操作方法については、ヘルプデスク 0570-550372
（火～金 12時～16時）へお問合せください。
チケットぴあ https://t.pia.jp ［Pコード：237-558］
イープラス https://eplus.jp

小学生から高校生まで（公演日基準）とその保護者をご招待。　詳しくは裏面をご覧ください。

発
売
日

2023年5月26日㈮

メンデルスゾーン Felix Mendelssohn Bartholdy
オラトリオ 《聖パウロ》 op. 36 MWV A 14～序曲
Oratorio “Paulus (Saint Paul)” op. 36 MWV A 14 – Overture

詩篇第42番 《鹿が谷の水を慕うがごとく》op.42, MWV A 15
Psalm 42 “Wie der Hirsch schreit (Like as the hart longs/As the Hart Pants)” op. 42, MWV A 15

交響的カンタータ（交響曲第2番）《讃歌》変ロ長調 op.52, M,WV A 18
Symphony-Cantata (Symphony No. 2 in B-flat major) “Lobgesang (Hymn of Praise)” op. 52, MWV A 18

The 136th Subscription Concert

合唱指揮  冨平恭平

※不測の事態で公演中止となる可能性がございます。その場合はウェブサイトにて
お知らせいたします。公演中止の場合に限り、チケットご購入者に券面表示金額
にて払戻しいたします。

当日会場価格は各券種＋500円となります（各種割引の対象外）
※料金は税込みです。本紙掲載の料金のほか、所定の手数料がかかります。手数料はお支払方法により
異なります。

※各会員割引は各公演1会員様4枚までとなります。
※　　は公演当日に29歳以下の方を対象とする優待料金です。取扱いは紀尾井ホールウェブチケットの
みで、枚数には制限があります。 詳しくは紀尾井ホールウェブサイトをご覧ください。

※出演者・曲目は予告なく変更となる場合があります。
※小学生のご鑑賞には保護者（成人）のご同伴をお願いします。
※乳幼児等未就学のお客様のご同伴・ご入場はご遠慮ください。 

正午（12時）～

[ 主催 ] 公益財団法人 日本製鉄文化財団
にっぽんせいてつ

[ 特別協賛 ] 三井不動産株式会社 [ 協賛 ] 三井物産株式会社　三菱商事株式会社
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《特別協賛会員》
《みやび会員》

《ひびき会員》
《みどり会員》

《あおい会員》

日鉄ソリューションズ／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所
伊藤忠商事／大島造船所／商船三井／菅原／住友商事／日本郵船／丸紅／三井住友銀行／三井不動産／
三井物産／三菱商事／三菱地所／メタルワンほか匿名２社
オカムラ／高砂熱学工業／竹中工務店／東京きらぼしフィナンシャルグループ／山下設計
青鬼運送／赤坂維新號／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／ＮＴＴドコモ／荏原冷熱システム／鹿島建設／
ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／上智大学／西武リアルティソリューションズ／大成建設／千代田商事／
テェイスト･ライフ／東芝ライテック／永田音響設計／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック／
三井住友信託銀行／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／
明治座舞台／ヤマハサウンドシステム／ワークショップ２１
青木陽介／淺見 恵／石崎智代／磯部治生／伊藤眞理子／井上善雄／岩城宏斗司／馬屋原貴行／大内裕子／
大垣尚司／大久保なほ子／太田清史／小川 保／小樽茂稔／糟谷敏秀／片山國正／片山能輔／加藤巻恵／
加藤優一／神川典久／川口祥代／川島知恵／菊池恒雄／木谷 昭／楠野貞夫／久保祐子／栗山信子／
河野紗妃／小坂部惠子／小西美由紀／斎藤公善／坂詰貴司／佐久間庸行／佐部いく子／潮崎通康／清水 正／
清水多美子／清水康子／白土英明／末岡明武／鈴木順一／鈴木 亮／高下謹壱／武上由佳／田中 進／
戸田純也／外山雄三／鳥居荘太／内藤美奈子／内藤基之／中塚一雄／中西達郎／中村健司／名取正夫／
西村剋美／原田清朗／日原洋文／冬木寛義／北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／松枝 力／松本美恵／
丸井正樹／簑輪永世／宮島正次／宮武悦子／宮原 薫／宮本信幸／陸田 実／村上喜代次／村上敏子／
持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／矢田部靖子／山内寿実／横手 聡／渡邊一夫／渡辺弘次
ほか匿名43名　計235口 (2023年4月1日現在)

(2023年4月発行)

1946年英国カンタベリー生まれ。奨学金を得て王立音楽院でオルガンを、さ
らにチェンバロも学び、チェンバロ奏者としてアカデミー室内管等で活動を開
始。学生時代にガリヤード・トリオを結成し、1966年に同トリオでロンドン・デ
ビュー、1968年にはチェンバロ奏者としてソロ・デビューした。 1972年にガリ
ヤード・トリオを発展させ、ピリオド楽器オーケストラ「イングリッシュ・コン
サート」を創設。当初7名だった同楽団はすぐに発展拡大し、世界的名声を獲得
した。2003年まで30年間にわたって同楽団を率いた後、活動の幅を広げるた
め勇退。以降は指揮、独奏、室内楽や数々の教育プロジェクトなどで活躍して
いる。特に指揮者としては2011-15年シーズンに首席客演指揮者を務めたモー
ツァルテウム管をはじめ、ドイツ・カンマーフィル、ロサンジェルス・フィル、ゲ
ヴァントハウス管、コンセルトヘボウ管、フランス国立管、サンタ・チェチーリア
管ほかに定期的に出演。2006年には自身の60歳の記念にヨーロピアン・ブラ
ンデンブルク・アンサンブルを創設。彼らと録音した《ブランデンブルク協奏
曲》全曲のディスクは08年のグラモフォン・アワードに輝いた。最近では、2021
年にダニエル・ハーディングの後任として、イタリア・ピサの音楽祭「アニマ・ム
ンディ」（ジュゼッペ・シノーポリ創設）の音楽監督に就任。2022-23シーズン
は、これまでにボルツァーノ＝トレント・ハイドン管（モーツァルト《レクイエ
ム》）、ロイヤル・アカデミー・オペラ（ストラヴィンスキー 歌劇《放蕩児の遍
歴》）、パリ室内管（ソリスト：レ・ヴァン・フランセ）、バーゼル室内管とモーツァ
ルテウム管（ともにソリスト：ピレシュ）等を指揮し、さらに5月にポツダム室内
アカデミー（ソリスト：ポディヨモフ）、6月にフランス国立管（ソリスト：ピレ
シュ）との共演等を控えている。録音での最新作は、バッハ：平均律クラヴィー
ア曲集第2巻全曲（2021年録音）。次回作としてトマス・エーラー編曲の室内
オーケストラ版 バッハ≪パルティータ集≫が今秋リリースされる予定。
1992年大英帝国勲章CBE、98年フランス芸術文化勲章オフィシエ受章。
2022年4月より紀尾井ホール室内管弦楽団第3代首席指揮者に就任。

日本製鉄文化財団　紀尾井ホールでは、皆さまからのご支援をお待ちしております。
＜紀尾井サポートシステム(寄附会員制度)＞はこちら　⇒

紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

Trevor Pinnock, conductor
指揮

トレヴァー・ピノック
リトアニア出身。同地の音楽演劇アカデミーとロンドン王立音楽院で学び、キリ・テ・カナワに師
事した。ヴィリニュス市立歌劇場のメンバーとして、またリトアニア国立歌劇場やスウェーデン王
立歌劇場に客演した後、シュトゥットガルト州立歌劇場のアンサンブルに加わり、カンブルラ
ン、ルスティオーニ、カラビツらのもと、ムゼッタ、エンヒェン、ツェルリーナ、《アリオダンテ》ダ
リンダなどの役柄を担当。ラン国立歌劇場では2017年《フィガロの結婚》のスザンナに続き、22
年《コジ・ファン・トゥッテ》デスピーナ役で出演した。コンサートでは、パーセルからシェーンベ
ルク、オルフ、アブラハムセンに至る幅広いレパートリーを持ち、最近ではリトアニア国立響と21
年にブリテンの《4つのシャンソン》とルトスワフスキ《シレジア三部作》を、22年にはカンブルラ
ン指揮ハンブルク響でフォーレ《レクイエム》を歌った。23年6月にはリトアニア国立響とのオル
フ《アフロディーテの勝利》が予定されている。
ピノックとは、2015年のルツェルン音楽祭メンデルスゾーン、16年マーラー交響曲第4番室内
楽版、19年シューベルト《ラザルス》、21年ヘンデル《アシスとガラテア》、22年モーツァルト《レ
クイエム》などで共演を重ねている。

スイス・ルツェルン生まれ。ミュンヘン音楽・舞台芸術大学で学んだ。2012年ツヴィッカウの
シューマン国際コンクールで第1位と聴衆賞を受賞。また同年のシュヴァルツェンベルクのシュー
ベルティアーデにハルテロスの代役として登場、ヘルムート・ドイチュのピアノ伴奏で《美しき水
車屋の娘》を歌いリサイタル・デビューを果たし、高い評価を得た。2013年からはチューリヒ歌劇
場のアンサンブルメンバーとして活動するほか、ザルツブルク音楽祭には12年に5演目への出演
でデビューし、16年には《コジ・ファン・トゥッテ》フェッランド、17年にはベルク《ヴォツェック》
アンドレス、18年と22年には《魔笛》タミーノを歌うなど常連出演者となっている。
2022年春、ネルソンス指揮による《ヴォツェック》（アンドレス役）でボストンおよびカーネギー
ホールにデビュー。9月には同時期にヤング指揮チューリヒ歌劇場のシュトラウス《サロメ》ナラ
ボートおよびマナコルダ指揮パリ国立オペラ座の新制作版モーツァルト《魔笛》タミーノに出演。
また数々のリサイタルやコンサート活動も活発で、アーノンクール、ガーディナー、メータ、ドゥダ
メル、アダム・フィッシャー、ヘレヴェーヘ、マンフレート・ホーネック、ユロフスキ、コープマン、ル
イージ、ノットといった錚々たる指揮者と共演を重ね、23年4・5月にはキリル・ペトレンコ指揮ベ
ルリン・フィルとモーツァルト《戴冠式ミサ曲》も予定されている。

Lauryna Bendžiūnaitė, Soprano I
ソプラノⅠ独唱

ラゥリーナ・ベンジューナイテ

Mauro Peter, Tenor
テノール独唱

マウロ・ペーター

ソプラノ II 独唱

Ayako Yukawa, Soprano II湯川亜也子

国立音楽大学大学院博士後期課程、パリ地方音楽院声楽科およびバロックオペラ科修了。文化
庁新進芸術家海外研修員。レ・ゼポぺ、ル・コンセール・スピリチュエル、ル・バルコン等のアン
サンブル団体でソリスト及び声楽メンバーとして演奏会、録音に多数携わる他、仏国営ラジオ
放送、フランス国内外の主要音楽祭等でソリストを務める。2022年12月紀尾井明日への扉公
演が好評を博した。

新国立劇場のオペラ公演の核を担う合唱団として1998年から活動を開始。
個々のメンバーは高水準の歌唱力と演技力を有しており、合唱団としての優れ
たアンサンブル能力と豊かな声量は高い評価を得ている。国内主要オーケスト
ラとの共演のほか、ロイヤル・コンセルトヘボウ管、ベルリン・フィル、クリーヴラ
ンド管など海外のオーケストラとの共演も数多く、活躍の場を広げている。

合唱

New National �eatre Chorus新国立劇場合唱団 合唱指揮  冨平恭平（ ）

分8歩徒）線町楽有（ 口出番2 駅町麹●　分6歩徒）線北南・線内の丸・線RJ（口町麹・口坂赤 駅谷ツ四●
　分8歩徒）線門蔵半（ 口出番7 駅町田永●　分8歩徒）線内の丸・線座銀（ 口出D 駅附見坂赤●

）代（0054-6725-30☎　号5番6町井尾紀区田代千都京東　4900-201〒
紀尾井ウェブサイト https://kioihall.jp

公益財団法人 日本製鉄文化財団
にっぽんせいてつ

無料
ご招待席

紀尾井ホール・日本製鉄文化財団では若い世代の方に生演奏の感動を体験
いただくための「紀尾井みらいシート」を設けています。小学生から高校生の
皆さんを対象に主催公演にご招待します。
対　　象：小学生から高校生まで（公演日基準）とその保護者（※）
　　　　　※小学生は保護者同伴必須、
　　　　　　中高生は保護者の承諾で本人単独での応募・来場可。
　　　　　
募集期間：2023年5月26日（金）正午 ～ 8月22日（火）正午
ご招待席数：10席

当選通知：締め切り後1週間をめどにお知らせします。
応募方法：以下のURLを直接入力いただくか、
　　　　　右QRコードからお進みください。　
　　　　　https://kioihall.jp/kioimirai 　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。


